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パリ音楽院に13歳の若さで入学を果たし、世界のトップオーケストラと共演を重ねてきた

ピアニストの児玉桃さん。10月28日には高輪区民センター 区民ホールで『児玉桃ピアノ

リサイタル』に出演されます。パリ音楽院の思い出や、リサイタルについてお伺いしまし

た。

――ピアノピアノピアノピアノとのとのとのとの出出出出会会会会いはいはいはいは、、、、いついついついつ頃頃頃頃でしたかでしたかでしたかでしたか？？？？

1歳からずっと海外で暮らし、ドイツにいた3歳頃にはもうピアノを弾いていました。始め

た日は覚えていませんが、先生に恵まれ、鍵盤の上に立って歩くイメージや、カエルが

跳ねるイメージとか、イメージから音を出す実験的なレッスンが毎回とても楽しみで。 

今考えると、音楽はどんなに難しい曲でも、込められたメッセージを想像して表現するこ

とが元になりますから、そこから始められたのはとてもラッキーでした。ですから、ピアノ

をやめたいと思ったことは一度もなかったですね。

――パリパリパリパリ音音音音楽楽楽楽院時代院時代院時代院時代はははは、、、、どのようなどのようなどのようなどのような生活生活生活生活だったのでしょうかだったのでしょうかだったのでしょうかだったのでしょうか。。。。

私が通っていた当時は、試験に合格すれば13歳から21歳まで入学できましたので、さま

ざまな年齢の方が学んでいました。音楽の最高学府で素晴らしい先生方に基礎を教え

ていただいて、今の私の土台を作ることができたと思います。 

並行して、パリのドイツ人学校で義務教育も受けていました。午前中から午後2時までは

そちらで勉強し、帰宅して食事してからパリ音楽院へ。夜には宿題と練習をするフル活

動の毎日でした。遊びの時間も大切で、近所の子と遊んだり、お休みの日は家族で森

にピクニックに行ったり。幸せな子ども時代でしたね。 

16歳で卒業し、19歳でミュンヘン国際音楽コンクールの賞をいただきましたが、25歳頃

までは無理をせず、自分のペースで演奏会ができたのも良かったと思います。

――リサイタルリサイタルリサイタルリサイタルのののの聴聴聴聴きどころはきどころはきどころはきどころは？？？？

ドビュッシーもショパンも、音楽史上、重要な作曲家。その二人の前奏曲（プレリュード）

を照らし合わせて聴けるプログラムです。 

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

ヨーロッパで育ち、パリ国立音楽院

に学ぶ。ミュンヘン国際音楽コンク

ールに最年少で最高位に輝いた

後、ケント・ナガノ指揮ベルリン・フィ

ル、小澤征爾指揮ボストン響など、

世界のトップオーケストラと共演。

2009年中島健蔵音楽賞、芸術選奨

文部科学大臣新人賞受賞、第11回

佐治敬三賞受賞。パリ在住。



ショパンのプレリュードは、24の短い曲が光と影、喜びと悲しみといったように交互に構

成された深みのある名曲で、最後はとてもドラマチックに終わります。 

ドビュッシーはショパンのプレリュードが大好きで、自分もプレリュードを作りました。こち

らは一つ一つ雰囲気の異なるミニマムで豊かな12の情景になっています。

――港港港港区区区区のののの印象印象印象印象はいかがですかはいかがですかはいかがですかはいかがですか？？？？

東京でピアノを練習する場所が有栖川宮記念公園のそばにあって、練習の合間に公園

や周囲を散歩しています。東京の真ん中なのに緑がたくさんあって素晴らしいですね。 

四の橋白金商店街などには昔ながらのお店も残っていて、東京の歴史の一面を感じま

す。

――今後今後今後今後のののの活動活動活動活動をををを教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。

秋にはドイツでメシアンとラヴェルを録音します。なにより、音楽会は特別な日ですの

で、一回一回、大事に続けていきたいと思っています。ぜひ、聴きにいらしてください。
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